
エルフォームＧタイプ 90°コーナー（宅地用）
Ｌ型擁壁
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根巻きコンクリート

根巻きコンクリート

※90°コーナーを施工する際には、より製品を安定させるために
　擁壁高さの1／3程度の根巻きコンクリートの打設をお願いします。

90°コーナー組立平面図（参考）

根巻きコンクリート参考図
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注（１）擁壁は設置される高さ、地形あるいは地盤条件、上載荷重条件などにより、構造型式、基礎型式が変わりますので事前の調査、検討を行い
　　　設計計画をしてください。
　（２）根入れ深さは、基礎底版が地表に出ないよう、また排水施設等の構造物より充分な余裕をみて設定しなければなりません。
　　　なお、隣接する既存の擁壁等の構造物に影響を及ぼすおそれがある時は、山留め工等適切な防護措置等を講じた上、根入れ深さを検討し、
　　　施工しなければなりません。
　（３）コーナー部においては、安定性を向上させるために、擁壁の背面底版を壁高の1／3程度の高さの現場打ちコンクリートで巻き立てること
　　　を推奨します。なお、この場合の出隅部１辺の長さは隣接続擁壁底版にかかる程度の長さ以上としてください。
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